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A CA C -- T E S CT E S C

R C V 射撃競技会R C V 射撃競技会

潜水渡渉訓練潜水渡渉訓練

戦　車　射　撃戦　車　射　撃

勝兜連隊訓練最盛期へ勝兜連隊訓練最盛期へ

７７ ３３ ＯＯ ＢＢ 会会
（（発発 行行 所所））

問問いい合合わわせせ先先

００１１２２３３－－３３２２－－３３１１００１１
内内線線 ５５８８００

第第７７３３戦戦車車連連隊隊 広報班広報班

連連隊隊長長要要望望事事項項
７７ ３３ ＯＯ ＢＢ 会会
（（発発 行行 所所））

問問いい合合わわせせ先先

００１１２２３３－－３３２２－－３３１１００１１
内内線線 ５５８８００

第第７７３３戦戦車車連連隊隊 広報班広報班「百 錬」「百 錬」

　

令
和
六
年
度
も
下
半
期
を
迎
え

ま
し
た
。

　

連
隊
は
、
各
種
練
成
訓
練
・
競

技
会
・
部
外
行
事
協
力
な
ど
多
種

多
様
な
任
務
を
遂
行
し
つ
つ
隊
員

一
同
日
々
の
努
力
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

六
月
に
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｃ‒

Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
（
機
械
化
部
隊
戦
闘
訓
練

評
価
支
援
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る

訓
練
）
で
は
、
交
戦
装
置
を
使
用

し
た
実
戦
的
な
環
境
下
、
各
戦
車

中
隊
は
、
戦
車
中
隊
・
配
属
協
同

部
隊
の
戦
闘
力
の
組
織
化
に
努
め

そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
達
成
に
邁
進
し

ま
し
た
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
師
団
偵
察
部

隊
合
同
訓
練
の
偵
察
警
戒
車
射
撃

競
技
会
で
は
偵
察
小
隊
が
、
二
両

の
偵
察
警
戒
車
を
駆
使
し
て
迅
速

か
つ
正
確
な
射
撃
に
よ
り
部
隊
対

抗
の
部
「
第
三
位
」
の
成
果
を
収

め
戦
車
射
撃
競
技
会
優
勝
に
向
け

た
勢
い
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

八
月
に
は
師
団
潜
水
渡
渉
・
浮

航
訓
練
に
参
加
し
て
戦
車
の
潜
水

渡
渉
及
び
装
甲
車
の
浮
航
訓
練
を

実
施
し
、
渡
渉
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

継
承
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
十
二
月
に

迫
っ
た
令
和
六
年
度
師
団
戦
車
射

撃
競
技
会
に
臨
ん
で
は
部
隊
対
抗

の
部
「
優
勝
」
を
目
標
に
、
年
度

当
初
か
ら
段
階
的
・
継
続
的
に
練

成
を
続
け
て
い
る
真
只
中
で
す
。

　

引
き
続
き
連
隊
長
を
核
心
と
し

練
成
を
重
ね
連
隊
一
団
と
な
っ
て

「
完
全
優
勝
」
を
勝
ち
取
り
、
再
び

「
島
松
原
野
勝
兜
連
隊
こ
こ
に
あ

り
」
を
成
し
遂
げ
る
所
存
で
す
。

中　隊　等　訓　練　検　閲中　隊　等　訓　練　検　閲

訓
練
最
盛
期

訓
練
最
盛
期

戦
車
射
撃
競
技
会
に
向
け

戦
車
射
撃
競
技
会
に
向
け

練
磨
の
日
々

練
磨
の
日
々
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 佐々木 久美子
 原 田 三 雅

連
隊
安
全
の
日

連
隊
安
全
の
日

　

令
和
六
年
七
月
二
日
及
び
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
連
隊

持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
内
容
は
、
個
人
走
（
六
ｋｍ
走
）、
各
中
隊
か
ら
一
組
四

人
の
駅
伝
走
の
二
種
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
三
戦
車
直
接
支
援
中
隊
も
オ
ー
プ
ン
参
加
し
、
恵

ま
れ
た
天
候
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
・
隊
員
が
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

各
中
隊
は
、
優
勝
を
目
指
し
、
課
業
内
外
を
問
わ
ず
練
成
に

励
み
、
第
三
戦
車
中
隊
が
中
隊
対
抗
の
部
「
優
勝
」
の
栄
冠
を

獲
得
し
、令
和
五
年
度
に
引
き
続
き
、二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

駅
伝
走
に
お
い
て
は
各
中
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
四
名
の
選
手

が
そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
の
威
信
を
か
け
、
力
を
振
り
絞
っ
て
す
べ

て
の
襷
を
繫
げ
き
る
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
、
隊
員
の
強
い

絆
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

連
隊
は
今
年
度
、
第
一
戦
車
中
隊
を
担
任
中
隊
と
し
銃
剣
道

訓
練
隊
を
編
成
し
各
中
隊
か
ら
若
い
隊
員
（
三
十
歳
以
下
）
を

集
め
体
力
・
気
力
・
精
神
力
及
び
戦
い
方
（
技
術
や
駆
引
き
）

等
を
練
成
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
八
月
八
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
第
五
十
五

回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
へ
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
成
の

成
果
を
発
揮
し
て
健
闘
し
ま
し
た
。

　

連
隊
は
令
和
六
年
五
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
間
、
北
海

道
大
演
習
場
に
お
い
て
、
演
習
場
春
季
定
期
整
備
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

各
中
隊
は
、
与
え
ら
れ
た
担
任
区
域
の
整
備
を
安
全
に
実
施

し
、
演
習
場
の
機
能
の
維
持
・
長
期
安
定
使
用
に
最
大
限
寄
与

し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
一
日
、
北

大
演
千
歳
地
区
で
殉
職
さ
れ
た
、
故
小

島
政
貴
一
曹
の
八
回
忌
に
あ
た
り
、
令

和
六
年
六
月
二
十
三
日
、
殉
職
さ
れ
た

地
に
お
い
て
、
連
隊
安
全
の
日
（
殉
職

隊
員
慰
霊
行
事
）
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
隊
員
と
故
人
の
ご
遺
族
が
参

加
さ
れ
、
故
人
に
対
し
て
哀
悼
の
意
を

表
し
、
安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
今
年
は
事
故
現
場
に
安
全
の
碑

を
建
立
し
、
故
小
島
一
曹
の
御
霊
の
安

ら
か
な
る
こ
と
と
事
故
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
安
全
へ
の
思
い
を
新
た
に
す

る
た
め
、
除
幕
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

安
全
の
碑
は
装
軌
車
道
を
通
行
す
る

車
両
等
か
ら
見
え
る
位
置
に
建
立
し
て

あ
り
ま
す
。

　

通
行
す
る
部
隊
・
隊
員
が
安
全
の
碑

を
目
に
す
る
た
び
に
、
改
め
て
安
全
管

理
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
一
人
一
人

が
訓
練
事
故
の
根
絶
を
誓
い
訓
練
に
邁

進
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

春
の
訓
練
道
場
整
備

中
隊
の
団
結
力
と
士
気
の
高
揚

日
本
武
道
館
へ

安
全
の
誓
い
を
新
た
に

中隊対抗の部「優勝」第３戦車中隊

道路整備

安全の碑

駅伝走を制した第４戦車中隊チーム 記録集計をする勤務員 個人走の部

慰霊行事 訓練施設整備

応援にも熱が入る隊員 駅伝走の部

訓練中の風景（駐屯地体育館）

団体戦・個人戦（女子）に出場（日本武道館）日本武道館（R6. 8. 8）

演
習
場
春
季
定
期
整
備

演
習
場
春
季
定
期
整
備

連連  

隊隊  

持持  

続続  

走走  

競競  

技技  

会会

銃
剣
道
訓
練
隊

連 隊 訓 練 ・ 行 事 ・ 競 技 会連 隊 訓 練 ・ 行 事 ・ 競 技 会
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日替弁当400円

日替弁当500円

日替弁当400円

日替弁当500円

公式LINEお友達募集中

総合賠償型特約 ・ 親介護補償型（特約） ・ 団体長期傷害所得補償保険

３日間の共同生活 全員で協力して担架搬送 野外衛生（担架搬送要領） 着隊申告

心肺蘇生体験を説明する松尾２曹（衛生小隊）

掃海艇「いずしま」

装備品展示（苫小牧西港会場）募集広報活動（本管中隊） 駅前通りにて市民おどりに参加

子供たちに人気の高機動車

装備品展示（自衛隊車両）

隊区行事 （苫小牧市 ・白老町） 各種行事支援に参加

自
衛
隊
隊
内
生
活
体
験

自
衛
隊
隊
内
生
活
体
験

同
じ
釜
の
飯
　
新
入
社
員
の
団
結

市
民
と
の
交
流
の
場

装
備
品
を
展
示
し
て
部
隊
の
魅
力
を
発
信

夏
の
と
ま
こ
ま
い

白
老
駐
屯
地
創
隊
記
念
行
事
支
援

白
老
駐
屯
地
創
隊
記
念
行
事
支
援

白
老
町
町
制
施
行
七
十
周
年
記
念
事
業

白
老
町
町
制
施
行
七
十
周
年
記
念
事
業 第

六
十
九
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り

第
六
十
九
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り

　
連
隊
は
令
和
六
年
六
月

三
日
か
ら
五
日
の
間
、
隊
区

内
の
企
業
、
北
海
道
石
油

共
同
備
蓄
株
式
会
社
及
び

中
村
電
気
株
式
会
社
、
二

社
の
社
員
を
受
入
れ
、
令

和
六
年
度
自
衛
隊
隊
内
生

活
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
社
員
は
入
社

二
年
以
内
の
新
入
社
員
で
、

三
日
間
と
い
う
短
い
訓
練

及
び
団
体
生
活
の
中
で
、

団
結
・
規
律
・
士
気
を
養
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
基
本
教
練
等
を

実
施
し
、
二
日
目
の
訓
練

で
は
演
習
場
内
で
10
㎞
の

行
進
訓
練
を
実
施
し
、
そ

の
中
で
応
急
救
護
要
領
を

学
び
、
傷
の
処
置
や
担
架

搬
送
等
を
実
際
に
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
参
加
者
と
隊
員
、

二
社
の
社
員
同
士
で
距
離

間
を
感
じ
ま
し
た
が
、
訓

練
や
共
同
生
活
を
し
て
い

く
中
で
連
帯
感
が
生
ま
れ

始
め
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
特
に
行
進
訓
練
の
終
盤

で
は
全
員
で
協
力
し
合
っ

て
怪
我
人
に
扮
し
た
隊
員

を
応
急
救
護
し
、
担
架
に

て
搬
送
し
て
行
進
を
完
歩

し
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
三
日
目
に
帰
社
す
る
と

き
は
着
隊
し
た
と
き
よ
り

も
そ
れ
ぞ
れ
自
信
に
満
ち

た
顔
つ
き
に
変
化
し
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
隊
区
内
企
業
の
皆
様
、

来
年
度
の
参
加
を
ご
検
討

下
さ
い
。
隊
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
連
隊
は
令
和
六
年
八
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で

の
間
、
苫
小
牧
市
に
お
い
て
第
六
十
九
回
と
ま

こ
ま
い
港
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
二
日
に
若
草
公
園
広
場
に
て
開
会
式
に
参
加

し
、
三
日
に
は
駅
前
通
り
で
行
わ
れ
た
市
民
お

ど
り
に
隊
員
約
八
十
名
が
参
加
し
、
力
強
く
、

一
糸
乱
れ
ぬ
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
て
、

閉
会
式
で
は
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
四
日
か
ら
五
日
の
間
、
苫
小
牧
西
港
に

お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
艇
「
い
ず
し
ま
」

の
艦
艇
広
報
と
札
幌
地
方
協
力
本
部
と
共
同
し
、

九
○
式
戦
車
を
含
む
装
備
品
展
示
と
、
本
管
中

隊
に
よ
る
募
集
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
二
日
間
で
多
く
の
市
民
の
方
が
訪
れ
、
装
備

品
の
見
学
や
隊
員
が
準
備
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー

等
（
心
肺
蘇
生
体
験
・
野
外
電
話
機
体
験
・
背

の
う
装
着
体
験
・
経
口
補
水
液
作
成
体
験
）
を

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
六
月
三
十
日
、
第
六
十
六
回
白
老

駐
屯
地
創
隊
記
念
行
事
会
場
（
白
老
町
）
で
、

来
場
者
に
対
し
、
装
備
品
展
示
を
実
施
し
て
行

事
の
盛
会
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
装
備

品
を
見
学
さ
れ
、
隊
員
に
対
し
て
様
々
な
質
問

等
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
隊
員
に
と
っ
て
も
、
隊
区
住
民
と
の
良
い
交

流
機
会
と
な
り
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
令
和
六
年
七
月
二
十
日
白
老
町
に
て

白
老
町
町
制
施
行
七
十
周
年
記
念
事
業

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
偵
察
警
戒
車
を
は
じ
め
と
す

る
装
輪
車
両
を
展
示
し
て
町
民
に
対
し
、

自
衛
隊
の
魅
力
の
一
端
を
発
信
し
、
町

と
部
隊
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
の
他
に
も
警
察
車
両
、
消
防

車
両
が
展
示
し
て
あ
り
、
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。
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観閲行進の様子

新中隊長着任式

９月の中隊訓練検閲（編成完結報告）

中隊訓練検閲
（AC-TESC）

中隊対抗の部 「優勝」を勝ち取った第３戦車中隊

【精強】第１位駅伝チーム

戦車練成射撃

本
部
管
理
中
隊

本
部
管
理
中
隊

第
一
戦
車
中
隊

第
一
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

　

秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

中
隊
は
、
新
し
い
戦
力
と
し
て
八
月
の
定
期
異

動
に
伴
い
第
三
即
応
機
動
連
隊
か
ら
江
尻
三
曹
を

迎
え
、
新
戦
力
と
し
て
更
な
る
精
強
な
中
隊
を
目

指
し
邁
進
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
連
隊
持
続
走
競
技
会
で
は
、

臨
時
勤
務
等
を
除
く
、
中
隊
全
力
で
競
技
会
に
参

加
し
、
日
々
の
体
力
練
成
の
成
果
を
中
隊
一
丸
と

な
っ
て
発
揮
し
て
中
隊
優
勝
を
目
指
し
隊
員
個
々

が
全
力
で
激
走
し
中
隊
優
勝
は
、
惜
し
く
も
逃
し

準
優
勝
で
あ
っ
た
が
、
駅
伝
チ
ー
ム
は
見
事
に
第

一
位
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
的
に
射
撃
予
習
及
び
射
撃
訓
練
を

積
み
重
ね
各
役
職
ご
と
日
々
練
成
を
積
み
重
ね
中

隊
一
丸
と
な
っ
て
師
団
射
撃
競
技
会
に
お
い
て
連

隊
優
勝
に
貢
献
で
き
る
ご
と
く
訓
練
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
隊
長
要
望
事
項
で
あ

る
「
錬
磨
・
団
結
」
を
中
隊
の
一
人
一
人
が
実
践

し
、
四
中
隊
ら
し
く
、「
明
る
く
・
団
結
力
」
を

も
っ
て
、
連
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
【
百
錬
】
を

具
現
化
し
訓
練
等
に
邁
進
し
任
務
遂
行
で
き
る
ご

と
く
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
第
四
戦
車
中
隊
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

七
月
の
定
期
異
動
等
に
伴
い
、
中
隊
長
の
交
代

と
三
名
の
転
出
者
を
見
送
り
、
そ
し
て
新
た
に
三

名
の
転
入
者
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
日
々
の

隊
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
連
隊
持
続
走
競
技
会
に
お
い

て
は
、
中
隊
対
抗
の
部
及
び
駅
伝
走
の
部
、
共
に

第
三
位
の
成
果
を
収
め
、
来
年
度
は
更
に
飛
躍
で

き
る
よ
う
士
気
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

偵
察
小
隊
に
お
い
て
も
、
師
団
偵
察
部
隊
合
同
訓

練
の
偵
察
警
戒
車
射
撃
競
技
会
に
お
い
て
第
三
位

の
成
果
を
収
め
、
日
々
の
練
成
の
積
み
上
げ
が
、

成
果
と
し
て
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
に
は
新
隊
員
教
育
を
修
了
し
た
若
い
戦
力

を
迎
え
ま
す
。
中
隊
一
丸
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ

ン
、
中
堅
及
び
若
年
隊
員
に
至
る
ま
で
連
隊
の
任

務
完
遂
に
向
け
人
材
育
成
に
励
む
他
、
十
二
月
の

戦
車
射
撃
競
技
会
の
連
隊
「
優
勝
」
へ
寄
与
す
る

た
め
、
中
隊
全
力
を
持
っ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
隊
員
皆
様
方
そ
し
て
御
家
族
を
含
め

益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
第
一
に
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

　

秋
雨
の
侯
、
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
・
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
中
隊
は
、
七
月
に
行
わ
れ
た
連
隊

持
続
走
競
技
会
に
お
い
て
、
中
隊
の
部
「
優
勝
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
元
年
度
よ
り
三
連
覇

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

八
月
の
定
期
異
動
に
お
い
て
は
、
人
員
の
転
出

入
は
な
く
、
持
続
走
競
技
会
三
連
覇
の
勢
い
を
そ

の
ま
ま
に
、
十
月
下
旬
に
控
え
て
い
る
中
隊
訓
練

検
閲
、
そ
し
て
十
二
月
上
旬
に
実
施
予
定
で
あ
る

師
団
戦
車
射
撃
競
技
会
に
向
け
た
各
種
練
成
に
励

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
下
半
期
に
お
い
て
も
訓
練
事
故
皆
無

で
、
中
隊
訓
練
検
閲
「
任
務
完
遂
」
そ
し
て
師
団

戦
車
射
撃
競
技
会
「
中
隊
の
部
優
勝
」
に
よ
り
、

「
連
隊
の
部
優
勝
」
に
貢
献
で
き
る
よ
う
訓
練
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
と
な
り
、
気
候
的
に
も
過

ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

第
二
戦
車
中
隊
は
、
今
年
度
四
月
よ
り
連
隊
改

編
に
伴
い
、
新
た
な
編
成
を
も
っ
て
訓
練
に
、
隊

務
に
精
励
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
中
隊

訓
練
検
閲
を
六
月
の
機
械
化
部
隊
戦
闘
訓
練
評
価

支
援
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
訓
練
（
Ａ
Ｃ-

Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
）
に
お
い
て
受
閲
し
ま
し
た
。
道
内
機
甲
科

職
種
等
各
部
隊
が
ガ
チ
ン
コ
で
参
加
す
る
訓
練
に

お
い
て
二
コ
運
営
に
連
続
参
加
す
る
と
い
う
厳
し

い
任
務
で
あ
り
ま
し
た
が
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て

目
標
で
あ
っ
た
両
運
営
と
も
に
任
務
を
達
成
し
、

「
概
ね
優
良
」
の
訓
練
検
閲
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
精
強
化
を
図
れ
た
と
感
じ
る
次
第
で

す
。
勢
い
こ
の
ま
ま
に
十
二
月
に
予
定
さ
れ
る
師

団
戦
車
射
撃
競
技
会
に
お
い
て
も
朗
報
を
お
届
け

で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
に
は
新
戦
力
と
し
て
佐
藤
二
曹
を

富
士
学
校
機
甲
科
部
か
ら
迎
え
、
新
成
第
二
戦
車

中
隊
と
し
て
よ
り
一
層
の
精
強
化
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
。
引
き
続
き
第
二
戦
車
中
隊
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

七
月
の
定
期
異
動
で
、
櫻
井
三
曹
が
転
出
し
、

第
三
即
応
機
動
連
隊
か
ら
菊
池
三
曹
が
新
戦
力
と

し
て
配
置
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
戦
力
が
加

わ
っ
た
新
態
勢
で
の
中
隊
の
更
な
る
戦
力
化
に
向

け
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
中
隊
検
閲
は
、
例
年
と
は
違
い
当
初

六
月
に
「
行
進
・
宿
営
」
九
月
に
「
攻
撃
」
に
分

か
れ
て
受
閲
を
し
ま
し
た
。「
行
進
・
宿
営
」
に

つ
い
て
は
、
六
月
に
受
閲
し
、
九
月
は
「
攻
撃
」

の
部
分
を
受
閲
し
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
、連
隊
持
続
走
競
技
会
が
実
施
さ
れ
、

練
成
不
足
の
中
、
駅
伝
及
び
個
人
走
の
部
に
分
か

れ
各
隊
員
毎
、
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
激
走
し
ま

し
た
。　
　

　

八
月
に
つ
い
て
は
、
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
に

参
加
し
市
民
お
ど
り
に
お
い
て
は
見
事「
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
隊
自
隊
訓
練
（
集
中
訓
練
）
を
実

施
し
部
隊
及
び
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
九

月
に
控
え
た
中
隊
訓
練
検
閲
に
お
い
て
は
任
務
を

完
遂
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
末
に
実
施
さ
れ

る
戦
車
射
撃
競
技
会
に
お
い
て
は
、「
部
隊
優
勝
」

を
目
指
し
日
々
訓
練
等
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

中　隊　だ　よ　り
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新
着
任
中
隊
長
の
紹
介

新
着
任
中
隊
長
の
紹
介

【
本
部
管
理
中
隊
長
】

　
本
部
管
理
中
隊
長
と
し
て
、
隊
員

相
互
に
上
下
左
右
に
連
携
し
、
信
頼

で
き
る
仲
間
を
作
り
、
前
向
き
な
姿

勢
と
実
行
力
を
発
揮
で
き
る
隊
員
の

育
成
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

昇
　
任
　
者

二
等
陸
尉
へ

　
　
　
　
本
　
中
　
樋
　
笠
　
誠
　
智

　
　
　
　
一
　
中
　
米
　
澤
　
陽
　
花

　
　
　
　
二
　
中
　
小
　
林
　
　
　
渚

　
　
　
　
三
　
中
　
岡
　
澤
　
　
　
誠

　
　
　
　
四
　
中
　
矢
　
野
　
雄
　
己

准
陸
尉
へ

　
　
　
　
本
　
中
　
松
　
井
　
貴
　
博

陸
曹
長
へ
　

　
　
　
　
本
　
中
　
香
　
川
　
　
　
忍

　
　
　
　
同
　
　
　
佐
　
藤
　
任
　
昭

　
　
　
　
二
　
中
　
横
　
山
　
博
　
文

　
　
　
　
四
　
中
　
田
　
村
　
講
　
二

一
等
陸
曹
へ

　
　
　
　
本
　
中
　
松
　
井
　
恒
　
一

　
　
　
　
一
　
中
　
川
　
合
　
弘
　
将

　
　
　
　
二
　
中
　
野
　
澤
　
哲
　
博

　
　
　
　
三
　
中
　
山
　
下
　
　
　
斉

二
等
陸
曹
へ

　
　
　
　
本
　
中
　
佐
　
藤
　
　
　
努

　
　
　
　
三
　
中
　
立
　
石
　
道
　
正

　
　
　
　
同
　
　
　
野
々
瀬
　
　
　
剛

　
　
　
　
四
　
中
　
木
　
村
　
　
　
徹

　
　
　
　
同
　
　
　
阿
知
良
　
藤
　
馬

三
等
陸
曹
へ
　
　

　
　
　
　
本
　
中
　
奥
　
山
　
翔
　
駿

　
　
　
　
同
　
　
　
原
　
　
　
綾
　
佳

　
　
　
　
一
　
中
　
藤
　
島
　
渉
　
聖

　
　
　
　
四
　
中
　
伊
　
藤
　
健
　
人

　
　
　
　
同
　
　
　
高
　
橋
　
凌
　
空

�

令
和
六
年
七
月
一
日
付

表
彰
受
賞
者

第
三
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］

　
連
　
本
　
二
尉
　
赤
　
羽
　
和
　
憲

�

令
和
六
年
七
月
二
十
五
日
付

第
四
級
賞
詞
［
業
務
改
善
］

　
本
　
中
　
三
佐
　
三
　
井
　
俊
　
明

　
同
　
　
　
二
尉
　
深
　
瀨
　
正
　
貴

第
四
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］　

　
本
　
中
　
曹
長
　
西
　
村
　
洋
　
一

　
同
　
　
　
同
　
　
藤
　
本
　
義
　
治

　
同
　
　
　
二
曹
　
安
　
藤
　
秀
　
人

第
四
級
賞
詞 

［
車
両
無
事
故
］

　
本
　
中
　
曹
長
　
坂
　
下
　
陽
　
治

　
同
　
　
　
二
曹
　
鎌
　
田
　
智
　
成

　
同
　
　
　
同
　
　
山
　
本
　
　
　
隆

　
同
　
　
　
同
　
　
谷
　
　
　
弘
　
明

�

令
和
六
年
七
月
二
十
九
日
付

第
五
級
賞
詞
［
隊
員
自
主
募
集
］

　
本
　
中
　
准
尉
　
渡
　
邊
　
洋
　
一

　
同
　
　
　
三
曹
　
連
　
城
　
　
　
武

　
同
　
　
　
士
長
　
宮
　
林
　
龍
　
空
　

　
二
　
中
　
同
　
　
古
　
賀
　
日
　
和

　
四
　
中
　
同
　
　
竹
　
中
　
冬
　
明

�

令
和
六
年
七
月
一
日
付

転
　
出
　
者

西
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
へ

　
　
　
　
　
三
佐
　
三
　
井
　
俊
　
明

第
八
偵
察
隊
へ

　
　
　
　
　
二
尉
　
赤
　
羽
　
和
　
憲

自
衛
隊
中
央
病
院
へ

　
　
　
　
　
二
尉
　
深
　
瀨
　
正
　
貴

機
甲
教
導
連
隊
へ

　
　
　
　
　
曹
長
　
田
　
村
　
講
　
二

部
隊
訓
練
評
価
隊
へ

　
　
　
　
　
三
曹
　
櫻
　
井
　
　
　
領

第
一
二
○
教
育
大
隊
へ

　
　
　
　
　
曹
長
　
簗
　
田
　
信
　
広

　
　
　
　
　
二
曹
　
田
　
中
　
　
　
良

第
七
師
団
司
令
部
付
隊
へ

　
　
　
　
　
曹
長
　
藤
　
本
　
義
　
治

�

令
和
六
年
八
月
一
日
付

転
　
入
　
者

第
七
師
団
司
令
部
か
ら

　
　
　
　
　
一
尉
　
髙
　
橋
　
康
　
弘

衛
生
学
校
か
ら

　
　
　
　
　
二
尉
　
武
　
田
　
　
　
秀

富
士
学
校
機
甲
科
部
か
ら

　
　
　
　
　
二
曹
　
佐
　
藤
　
康
　
弘

第
十
二
偵
察
戦
闘
大
隊
か
ら

　
　
　
　
　
三
曹
　
山
　
田
　
　
　
僚

人
事
往
来

階
　
級
　
一
等
陸
尉

氏
　
名
　
髙  
橋  
康  

弘

■
出
　
身
　
地
　
北
海
道

■
前
勤
務
部
隊
　
第
七
師
団
司
令
部

■
趣
　
味

　
　
　
無
趣
味

　
　
　（�

誰
か
良
い
趣
味
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
下
さ
い
。）

中
隊
長
要
望
事
項

　
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

　
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

第
三
即
応
機
動
連
隊
か
ら

　
　
　
　
　
三
曹
　
菊
　
池
　
龍
　
也

　
　
　
　
　
三
曹
　
江
　
尻
　
侑
　
斗

�

令
和
六
年
八
月
一
日
付

部 

内 

移 

動

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　
　
　
一
曹
　
田
　
端
　
幸
　
夫

　
　
　
　
　
同
　
　
西
　
田
　
直
　
也

�

令
和
六
年
八
月
一
日
付

結

　婚

第
二
戦
車
中
隊

　
陸
士
長
　
古
　
賀
　
日
　
和

　
　
　
　
　
　
鴨
　
田
　
佳
　
尚
さ
ん

�

令
和
六
年
八
月
二
十
三
日

誕

　生

第
二
戦
車
中
隊

　
三
等
陸
曹
　
田
奈
田
　
晃
　
司

　
　
　
　
　
　
長
女
　
絃い

と
は萩 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
次
女
　
紬つ

む
ぎ葵 

ち
ゃ
ん

�

令
和
六
年
六
月
十
七
日 

第
二
戦
車
中
隊

　
三
等
陸
曹
　
岸
　
根
　
佑
　
弥

　
　
　
　
　
　
長
男
　
結ゆ

ら
ん嵐 

く
ん

�

令
和
六
年
七
月
十
七
日
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代
表
取
締
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熊
谷 

優
範

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

　
　 

生
徒
第
　
期
で
す
。
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株式会社

　
私
は
平
成
八
年
八
月
か
ら
一
年
八
カ
月
、
普
通
科
職
種
で
あ
り

な
が
ら
、
第
四
戦
車
中
隊
長
と
し
て
上
番
し
ま
し
た
。
多
分
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
狙
い
は
よ
く
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
連
隊
長
へ
着
任
報
告
後
、
最
初
の
任
務
は
、「
大
型
特
殊
免
許

の
取
得
」
で
し
た
。
後
で
理
解
出
来
ま
し
た
が
、
中
隊
長
と
は
い

え
戦
車
の
一
車
長
と
し
て
、
乗
員
指
導
が
出
来
る
よ
う
最
低
限
の

識
能
を
保
有
す
る
の
が
第
一
歩
で
あ
り
、
考
え
て
み
れ
ば
当
然
の

事
で
す
が
、当
時
の
私
に
と
っ
て
は
“
目
か
ら
ウ
ロ
コ
”
で
し
た
。

　
戦
車
部
隊
の
特
色
と
し
て
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
事
の
一
つ

は
、
い
わ
ゆ
る
「
段
階
的
訓
練
」
で
す
。
年
度
当
初
、
東
千
歳
演

習
場
で
要
員
別
、
単
車
そ
し
て
小
隊
訓
練
へ
、
各
個
か
ら
部
隊
訓

練
へ
と
遂
次
に
計
画
・
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
検
定
・
検
閲
も
盛

込
ま
れ
、
ま
さ
に
“
段
階
的
訓
練
の
模
範
”
で
あ
る
と
驚
嘆
し
ま

し
た
。
後
の
部
隊
勤
務
で
大
い
に
参
考
に
し
ま
し
た
。

　
次
に
「
実
弾
射
撃
」
へ
の
取
組
み
で
す
。
師
団
戦
車
射
撃
競

技
会
を
大
目
標
と
し
て
、
年
間
の
練
成
計
画
を
立
て
、
陸
曹
が

主
体
と
な
り
積
極
的
に
か
つ
創
意
工
夫
し
て
練
度
向
上
に
努
め
、

休
日
返
上
で
の
射
撃
予
習
、
実
弾
射
撃
後
の
緻
密
な
分
析
等
、

そ
の
ひ
た
む
き
さ
に
は
普
通
科
部
隊
に
不
足
し
て
い
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。

　
逆
に
普
通
科
部
隊
の
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
…
。
こ
こ
で

は
省
略
し
ま
す
が
。
簡
単
に
言
う
と
「
各
個
戦
闘
能
力
」
で
す
。

　
中
隊
長
の
着
任
行
事
に
お
い
て
、
連
隊
長
か
ら
機
甲
科
の
職

種
徽
章
を
頂
戴
し
た
時
は
感
極
ま
る
思
い
で
し
た
。
退
官
後
の

今
で
も
そ
の
職
種
徽
章
と
七
四
式
戦
車
の
プ
ラ
モ
デ
ル
（
当
時

の
小
隊
長
か
ら
の
贈
り
物
）
は
私
の
大
切
な
思
い
出
・
誇
り
と

し
て
部
屋
に
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
期
に
、
残
念
な
が
ら
私
の
後
に
戦
車
中
隊
長
に
上
番
す
る

普
通
科
職
種
の
後
輩
は
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
戦
闘
職
種

と
し
て
“
相
手
を
知
る
”
事
、
そ
れ
が
総
合
戦
闘
力
を
発
揮
す

る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
私
は
肌
で
実
感
・
体
験
し
ま

し
た
。

　
私
の
通
っ
て
い
た
保
育
園

の
遠
足
が
水
族
館
で
、
そ
こ

か
ら
水
族
館
へ
行
く
の
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
へ
入
隊
す
る
前

も
、
地
元
に
あ
る
水
族
館
へ

よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
へ
来
て
か
ら
も
、

近
場
に
あ
る
水
族
館
へ
電
車
や
自
転
車
等
で
よ
く
巡
り
ま
し
た
。
私

は
自
転
車
に
乗
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
大
体
の
場
合
は
、
自
転
車
に

乗
っ
て
行
き
ま
す
。
小
樽
に
あ
る
「
お
た
る
水
族
館
」
に
も
自
転
車
で

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
族
館
へ
行
く
と
、
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

落
ち
着
い
た
館
内
、
心
地
よ
い
水
の
音
、
普
段
見
慣
れ
な
い
生
き
物
た

ち
、
海
の
生
き
物
た
ち
を
如
何
に
美
し
く
生
き
生
き
と
、
見
せ
て
い
る

か
と
い
う
水
族
館
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
工
夫
と
い
っ
た
も
の
を

探
す
の
も
、
水
族
館
を
楽
し
む
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
お
す
す
め
は
、
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
で
す
。
城
の
よ
う

な
建
物
、
色
々
な
シ
ョ
ー
、
そ
し
て
大
き
い
水
槽
の
数
々
、
お
す
す
め

ポ
イ
ン
ト
が
沢
山
で
す
、
皆
さ
ん
も
是
非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
趣
味
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
趣
味
の
為
に
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
い
っ

た
あ
る
種
の
目
標
も
生
ま
れ
、
勤
務
や
訓
練
等
へ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
、
絵
を
描

く
事
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
雨

の
日
は
ど
う
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
雨
の
日
は
外
に
出
る
の

が
億
劫
に
な
り
、
外
で
の

趣
味
が
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
に
絵
を
描
く
事
は
い
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

絵
を
描
く
事
の
楽
し
さ
の
一
つ
と
し
て
、
画
材
選
び
が
あ
り
ま
す
。

　
鉛
筆
や
水
彩
、
墨
な
ど
描
く
道
具
一
つ
で
、
絵
の
与
え
る
印
象
は

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
を
楽
し
む
事
も
出
来
ま
す
。

　
今
回
は
好
き
な
動
物
を
、
水
性
ペ
ン
と
色
鉛
筆
を
使
っ
て
描
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
気
分
転
換
に
紙
と
ペ
ン
を
取
っ
て
絵
を
描

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

おすすめの登別マリンパークニクス

坂口３曹の作品です

「
異
端
の
戦
車
中
隊
長
」

　

防
大
二
十
八
期

�

甲　

斐　

芳　

樹

◆
経　

歴
◆

　

第
四
戦
車
中
隊
長
（
平
成
八
年
）

　

第
十
師
団
長　
　

（
平
成
二
十
九
年
）

　

定
年
退
官　
　
　

（
平
成
三
十
一
年
）

　

七
三
Ｏ
Ｂ
会
入
会
（
令
和
六
年
）

〈〈〈〈〈  

七
三
Ｏ
Ｂ
会  

〉〉〉〉〉

私私
のの

趣

味

趣

味

❖ 「
水
族
館
巡
り
」

�

第
一
戦
車
中
隊
　
陸
士
長
　
垣
見
　
優
斗

❖ 「
描
画
」

�

第
二
戦
車
中
隊
　
三
等
陸
曹
　
坂
口
　
綾
萌
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